
















　自閉症が Kanner13)によって記載されたのは,1943 年であった。当初,診断に

ついては特有の行動的症候,発症時期,家族背景等に基づいてなされ,器質的所

見は除外項目的に扱われるか,少なくとも重視はされなかった。しかし,最初に

自閉症と診断された例を fol1ow-up していくと脳波異常やてんかん発作が発現

することが比較的多く観察され,中には neurolipidosis5),結節硬化症 5),フェ

ニルケトン尿症 9),ヒスチジン血症 26),先天性風疹 3),脳室拡大 D)といった明

らかな器質性疾患も見い出されたという報告が相次いだ。最早自閉症の器質的

所見については,除外項目としてよりも,その本態究明への重要な側面であると

いえ,その中で脳波学的研究は,神経生理学よりの一つのアプローチとなってい

る。


